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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・6/19(月)17:15～看護グループ内研修　対象:新人看護･介護
テーマ:医療従事者としての姿勢　　場所:2階会議室　　講師:藤原JGM

・6/21(水)22(木)17:30～18:30　第2回院内研修　テーマ:｢災害支援中心病院｣
場所:メモリアルホール　　講師:広報･IT推進･災害対策室　室長　舩場　真也

・臨時法人研修について

演題：「新垣病院での救急病棟導入の経緯や沖縄における医療の地域連携（仮）」

講師：医療法人卯の会　理事長　新垣　元先生

日時：7/12（水）17：10～18：00　場所：青南病院メンタルケア病棟4階ホール
参加可能者は参加すること。

・7/417:30～18:30　第3回　法人研修　テーマ：｢食中毒と感染症予防｣

場所：メモリアルホール　講師：八戸市保健所（衛生課・保健予防課）

ビデオ研修：7/5（水）17：30～　場所：メモリアルホール

・日帰り旅行候補地アンケートについて

日帰り旅行日程　子連れ：8/10（木）　大人：9/22（金）

候補地を各2パターン作成しているため、日帰り旅行に参加する方は各自入力すること。

期日：6/21（水）17：00

入力場所：WIZ→委員会→法人委員会→法人行事運営委員会→旅行日帰りアンケート

※日帰り旅行希望者で名前の無い方は項目を増やし入力すること。

・八戸精神科医会について

日時：7/12（水）19：00～　会場：八戸パークホテル　３Ｆ　ロイヤルホール

【講演１】

座長：白山台メンタルクリニック　川端栄蔵　先生

演題：「レクサプロの有用性～うつ病を中心に～」

演者：医療法人　青仁会　青南病院　田名部　茂　先生

【講演２】

座長：医療法人　青仁会　院長　深澤　隆　先生

演者：医療法人卯の会　新垣病院　西村　直之　先生

演題：「不安と嗜癖行動・嗜癖習慣」～ギャンブリング障害の介入と治療～

出欠は不要であるため、参加希望者は当日会場まで行くこと

【プログラム関連】
・7月分テキスト提出は、6/20(火)21:00まで
・7/17(月)祝日のプログラム案について、デイケアでは流し素麺、外出（種差海岸方面、かき氷を食べに行く）の案がでている。デイナイトケアではカツ丼作りがでている。今後詳細について決めていくこととしている。
【各種提出期限】
・7/5(水)疾患別診療計画書　※通所日が少ない方は要注意

⇒担当1人分を添削、指導予定であるため早めに提出するように。

＜利用者様情報＞

デイケア
・久保　興介　様　～母様より電話連絡あり「デイケアでいじめられるので、デイケアに行きたくない」と話しており、来所させれば良いのか本人に直接電話させれば良いのかわからないとのこと。本人の状況に合わせて来所や電話連絡をして頂けるよう伝えると、母様より再度電話連絡がある。本人に代わるとのことで、電話で本人に詳細を確認。少し言葉を詰まらせた後に「正直に言いますけど、今日は胸が痛くて、頭痛がするので無理出来ないんです」と答えており、体調不良の為今日は話せないということなのかを確認すると「すみませんけども、はい」と答えている。後日、話せる状態になった際に、担当スタッフと話をすることを提案すると、了承している。本日は無理せず休養するよう伝えると「わかりました、すみませんけどもよろしくお願いします」と話し電話を終えている。

・竹洞　聡　様　～　外来看護師より情報提供があり、連続飲酒状態となっている為、6/20（火）当院入院予定となっているとのこと。本日来所予定であったが、来所せず、電話連絡をするが本人が出ることはない。

・古館　ヨリ　様　～本日来所時の血糖測定の際に、血糖値が140mg/dl血糖高値になっており、来所後からの状況を確認すると、測定30分前にジュースを飲んだと話している。飲むことによる数値への影響を伝え、正しい数値を測定していく為に、測定前に糖分を摂らないことや、測定前に糖分を摂取したい時はスタッフへ声をかけることを提案。「はい」と返答し、上記対応をしていくこととしている。

・大下　伸治　様　～運動療法中、足を過剰に動かすことや途中退席があり、理由を聞くと足のムズムズ感、脱力感があると話している。今まで経験したことはないと話しており、無理に動かず、転倒に注意するよう促している。引き続き下肢の状態に注意しながら対応していく。

・福井　彩　様　～　昨日17：50頃、「頭がおかしくなった」と電話がある。妊娠の可能性がある状態だが、アルコールを大量に買ってしまったとのこと。思いとどまって電話をしたことは良い判断だったのではないかと伝えている。しかし、購入したお酒は飲むとのことで、全てを飲まないようにすることや妊娠を希望するのであれば、お酒を控えていく必要があることを伝えている。妊娠の可能性については他のスタッフに言ってほしくないと念を押すように話している。

デイナイトケア

・倉橋　生子　様　～昨日処方薬の変更があり、青風荘帰荘後薬のことを気にすることや、足の重さを訴えることがあったとの情報提供がある。来所後すぐに血圧測定を希望しており、異常値はないが体調ははっきりしないと訴えている。プログラムには参加しているが、先日同様居眠りが見られている為、体調変化や本人の言動に注意しながら関わっていく。

・小向　武雄　様　～昨日両膝の痛みを訴えていたが、本日は同様の訴えは聞かれていない。運動や歩行時の様子及び本人の訴えに注意しながら対応していく。

・鈴木　真知子　様～昼食後デイナイトケア入口のドアノブに触れていることがあるが、自分から勝手に行動することはない。スタッフへ「散歩に行きたい」と希望しており、今後時間を決めながら行くこととしている。

・板橋　利美　様　～関節痛の訴えが普段よりも多く聞かれている為、デイナイトケアでの言動に注意し、適時対応していく。

・千葉　輝夫　様　～プログラム中、女性の浴室のトイレを利用していることがある。スタッフから女性の場所であることを説明すると、了解しすぐ出ることが出来ている。今後同様の行為が起きないよう、対応に注意していく。また、食後の食器洗いについて、本人が行いやすいように桶に水を溜めながら洗ってみることとしている。

ナイトケア

・前野　義勝　様　～本人より近況報告の電話がある。「6月13日から滝澤整形外科から福井整形外科に病院を変えた｡右のお尻の中が痛く、先生からは腸腰筋であると言われた｡薬が朝昼夕の一日3回から朝夕の一日2回に減ったが、痛くて夜の分を昼に服用した。明日にでも受診して一日3回に薬を戻してもらおうと思っている。右肩も痛い」と話されている。ナイトケアを利用できていないため、明日の受診後にでも報告がてら利用してはどうかとスタッフより提案するが、曖昧な返答をされている。

・村上　元道　様　～ナイトケアでは普段通りに過ごしているが、帰宅時「仕事でミスして落ち込んでる」との訴えがある。内容として、パンを焼く際にミスをしてしまい、廃棄することになったとのこと。ミスは誰でもある為、あまり考えすぎないよう伝え、ゆっくり休養するよう促している。

＜外来情報＞
・久慈　邦生　様　～変わりなく生活していると話す。奥様が大動脈弁狭窄症があり、今後手術するか日赤病院へ相談するとのこと。

・奥山　以依子　様～食事は詰め込み過ぎないようにし、嗜好品をたくさん買わないようにと助言されている。

・船場　幸子　様　～日曜日、姉様と会い、街へ買い物へ行ってきたと話している。腕と耳に軟膏を塗っており、来週20日に皮膚科受診するとのこと。

・中居　美津子　様～セルリアンでの売り上げを伸ばしたいが1日10名程度とのこと。ストーカーに関する発言はあり「金目当てだと思う」と話している。

・鹿原　博夫　様　～体調は変わらず、食欲・睡眠は大丈夫とのこと。仕事のことで注意を受けることはないと話している。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（久保興介様）
実施日：H29年6月15日（木）13：30～14：00

検討内容　目標・計画の検討

	氏名
	久保　興介様
	性別
	男
	年齢
	29
	生年月日
	S62.12.6

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	薬物療法･精神療法を継続し､症状の安定化を図っていく。

	本人希望
	SSTに参加して、いろいろと話せるようになりたい
時間を上手く使えるようになって、自分がやりたいことをやってみたい

	入院歴
	3回　H28.2.12～H28.12.25

	通所歴
	青陽館利用　2回目
H29年5月25日～現在　　（週1回/木曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：両親と同居
	家族構成

父、母、兄、妹

	利用制度
	障害基礎年金2級、精神障害者保健福祉手帳2級
自立支援医療受給中


前回退所からの経緯

H25.7.31今後の利用について「話せる友人がいない」「1度デイケアから離れたい」と訴え、退所を希望。主治医からの許可がありデイケア退所となっている。　H28年2月頃より幻聴、妄想、不眠等の症状が増悪。H28.2.12当院へ2回目の入院となる。入院中、精神運動興奮状態で易怒性、粗暴性、自傷行為があり、終日隔離や身体拘束を行うことがあるが、薬剤調整を行い、徐々に状態は改善している。幻聴は続いているが自制内であり行動化はない。家族の受け入れ体勢整ったため、Ｈ28.12.25自宅退院となる。Ｈ28.12.25当院退院後からデイケア体験利用を開始。対人緊張が強く落ち着かない様子があったが、次第にプログラムに取り組めるようになり、正式利用について担当スタッフと面談を行った際に、H29.5.25からの正式利用を希望する為、同日より利用再開予定としていた。
【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに参加しながら今後の方向性を決めていく
	①プログラムに参加し、活動性を向上する。


	①自分からプログラムに参加し、活動性を向上する。


	①-1来所時はプログラムに参加すると共に、自主活動時は自分が出来る活動を行いながら活動的に過ごす。スタッフはプログラム参加状況を確認し、何も取り組んでいない際にはプログラムへの参加を促していく。

①-2デイケアのプログラムを通じ、今後の方向性を検討できるようになる。スタッフはプログラム参加時の感想を聞きつつ、定期的に面談を行い、本人の今後に関する考えを確認していく。

	
	②デイケアでの活動を通じ、対人交流技能を向上する。
	②ＳＳＴへの参加、デイケアでの対人交流を通じ、自分の意見を話せるようになる。
	②ＳＳＴへの参加やデイケアでの交流を積極的に行い、自分から発言をしていく。スタッフは交流状況を確認し、本人が自発的に話しやすい場面を提供しながら、発言を促していく。


【検討内容】

	現状
	今後の対応

	・Ｈ29.5.25より正式利用となっている。利用再開に伴う不安について「環境に慣れていけるか不安です」と話す為、体験利用時のようにできる活動に参加しながら、少しずつ慣れていくよう伝えると表情穏やかに「はい」と話している。以降、自分からプログラムに参加しており、年齢が近い利用者と交流しながら過ごしている。デイケアでの目標については、「SSTに参加して、いろいろと話せるようになりたいです」「時間を上手く使えるようになって、自分がやりたいことをやってみたいです」と話している。将来やりたいことは具体的に考えれず、今後の仕事についても考えれないとのこと。
・自身で目標を考えていることを評価し、担当スタッフと目標を検討。長期目標をデイケアに参加しながら今後の方向性を決めていくとし、参加可能なプログラムに参加しながら自身の目標達成を目指し、今後の方向性を検討していくことを提案すると「よろしくお願いします」と話している。
・6/15母様より電話連絡あり「デイケアでいじめられるので、デイケアに行きたくない」と話しており、来所させれば良いのか本人に直接電話させれば良いのかわからないとのこと。本人の状況に合わせて来所や電話連絡をして頂けるよう伝えると、母様より再度電話連絡がある。本人に代わるとのことで、電話で本人に詳細を確認。少し言葉を詰まらせた後に「正直に言いますけど、今日は胸が痛くて、頭痛がするので無理出来ないんです」と答えており、体調不良の為今日は話せないということなのかを確認すると「すみませんけども、はい」と答えている。後日、話せる状態になった際に、担当スタッフと話をすることを提案すると、了承している。本日は無理せず休養するよう伝えると「わかりました、すみませんけどもよろしくお願いします」と話し電話を終えている。上記理由の為、デイケア欠席となっている。
	前回利用時に集団に馴染めず身体不調を訴え欠席する等、デイケアに参加出来ないことが多く見られていた為、来所時にはプログラム参加状況や本人の体調を確認していき、無理なく目標達成を目指せるよう関わっていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに参加しながら今後の方向性を決めていく
	①プログラムに参加し、活動性を向上する。


	①自分からプログラムに参加し、活動性を向上する。


	①-1来所時はプログラムに参加すると共に、自主活動時は自分が出来る活動を行いながら活動的に過ごす。スタッフはプログラム参加状況を確認し、何も取り組んでいない際にはプログラムへの参加を促していく。

①-2デイケアのプログラムを通じ、今後の方向性を検討できるようになる。スタッフはプログラム参加時の感想を聞きつつ、定期的に面談を行い、本人の今後に関する考えを確認していく。

	
	②デイケアでの活動を通じ、対人交流技能を向上する。
	②ＳＳＴへの参加、デイケアでの対人交流を通じ、自分の意見を話せるようになる。
	②ＳＳＴへの参加やデイケアでの交流を積極的に行い、自分から発言をしていく。スタッフは交流状況を確認し、本人が自発的に話しやすい場面を提供しながら、発言を促していく。











